
図1. TEM（A）とSEM(B)の全体像.
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様々な顕微鏡で観察を行うための最適な試料
作製を実施できます。観察目的に応じた顕微鏡
で試料を観察することできます。

顕微解剖学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/an3/

電子顕微鏡で解明するミクロな世界の微細構造イメージング
～ 細胞・組織における微細構造の総合的理解を目指して ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体の細胞や組織の構造は機能と密接な関係に
あり、機能の理解には構造を知ることが重要です。
我々は複数種類の電子顕微鏡を主な実験ツールと
して生体内の微細構造の観察、解析をテーマとし
た研究を行っています。電子顕微鏡は主に試料の
微細内部構造の観察を行うことができる透過電子
顕微鏡(TEM, 図1A)と微細な表面形状の観察を行
うことができる走査電子顕微鏡(SEM, 図1B)があ
ります。電子顕微鏡は光学顕微鏡で観察できない
微細構造の観察が可能です。これまでに動物試料
はもちろん、植物、細菌、培養細胞、材料など
様々な試料を観察し、微細構造を明らかにしてい
ます(図2A-D)。現在、慶應義塾大学に設置のマ
ルチビームSEMを活用した研究も進めています。
このSEMは10cm四方にも及ぶ広範囲試料でも全
体を素早くかつ高分解能で撮影することができる
ため、試料の全体の観察から細胞内の微細構造の
解析まで実施可能な日本に一台しかない世界先端
の電子顕微鏡です。これを含む多数のイメージン
グ機器を、新潟大学では自由に利用可能です。
2024年4月から電子顕微鏡の受託解析を開始
予定で、試料作製から観察までのサポートをする
準備を進めております。詳細につきましては当教
室ホームページ等をご覧ください。
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図2. TEM(A, D)とSEM(B, C)で観察、取得した画像の例. (A) 
マウス坐骨神経 (B) ユリ花粉. (C)枯草菌. (D)インドホエジカ
胸腺由来培養細胞.
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